
14 市長あいさつ

新たな十日町市の創造に向けて
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Ｕターン・Ｉターンの推進
関係人口拡大で地域活性化を目指します

怒涛の人の流れを創出
豊富な観光資源を生かした誘客の取り組みを推進し、
地域の活力を創出します

文化資源の魅力を深め、
国内外からの来訪を促進します

脱炭素社会のトップランナーに
二酸化炭素排出量削減に取り組みます

上越魚沼地域振興快速道路と周辺整備の促進
アクセスの向上と観光振興を支援します

地域の医療・在宅看護と介護の充実
医療・福祉、生活支援サービスを一体的に提供します

とおかまちに広がるそれぞれのCOLOR
カラー

特 集

まちづくりのいろイロ

16

18

20

01  人にやさしいまちづくり
［子育て支援］
 安心して子どもを産み育てられるまち

［教　育］
ふるさとを愛し自立して社会で生きる子どもを育てるまち

［福　祉］
 地域で支え合う福祉のまち

22

24

26

02  活力ある元気なまちづくり
［農林業］
 活力ある農林業と魅力的な里山のあるまち

［産　業］
 力強い産業と雇用を育むまち

［学び・文化・スポーツ］
誰もが自由に楽しく学び多様な文化にふれあえるまち

28

29

30

03  安全・安心なまちづくり
［防　災］
 災害に強く安心して暮らせるまち

［医　療］
 生涯元気で健やかに暮らせるまち

［環　境］
 環境にやさしく自然と調和するまち

十
日
町
市
に
あ
る
、さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
。

こ
れ
を
特『
色
』と
し
て
、カ
ラ
ー
に
置
き

換
え
て
み
る
と
、「
自
然
が
出
す
カ
ラ
ー
」、

「
人
が
つ
く
る
カ
ラ
ー
」、こ
れ
ら
が
調
和

し
た
「
十
日
町
市
だ
け
の
カ
ラ
ー
」
が

あ
り
ま
す
。

ま
ず
は「
自
然
が
出
す
カ
ラ
ー
」。こ
の

地
に
は
自
然
豊
か
な
四
季
が
あ
り
、春
に

は
ま
ぶ
し
い
「
緑
」
の
木
々
が
、
夏
に
は

抜
け
る
よ
う
な「
青
」空
が
、秋
に
は
里
山

に
鮮
や
か
な
「
赤
」
や
「
黄
」
の
紅
葉
が
、

冬
に
は
「
白
銀
」
の
雪
景
色
が
広
が
り

ま
す
。
そ
し
て
「
人
が
つ
く
る
カ
ラ
ー
」。

遥
か
昔
の
縄
文
時
代
か
ら
こ
の
地
で

暮
ら
す
先
人
た
ち
は
、
こ
こ
十
日
町
市

で
特
色
あ
ふ
れ
る
文
化
・
生
活
を
営
み
、

私
た
ち
へ
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。

こ
の
継
承
さ
れ
て
き
た
文
化
・
生
活
は
、

日
本
遺
産
ス
ト
ー
リ
ー
「
究
極
の
雪
国

と
お
か
ま
ち

―
真
説
！
豪
雪
地
も
の

が
た
り
―
」
と
し
て
文
化
庁
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
「
自
然
」
と

「
人
」が
調
和
し
て
、「
大
地
の
芸
術
祭
」に

代
表
さ
れ
る
よ
う
な
「
十
日
町
市
だ
け

の
カ
ラ
ー
」
が
、
こ
の
地
で
次
々
と
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

光
の
特
性
と
し
て
、
色
が
重
な
れ
ば

重
な
る
ほ
ど
、「
白
く
輝
く
」
と
い
う

原
理
が
あ
り
ま
す
。「
白
」
は
、
ま
さ
に

雪
国
・
十
日
町
市
を
代
表
す
る
カ
ラ
ー
。

十
日
町
市
は
こ
れ
か
ら
も
多
彩
な
カ
ラ
ー

を
重
ね
て
、さ
ら
に
白
く
、輝
い
て
い
き

ま
す
。
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